別紙２

PI活動の具体的な進め方

運営委員会

１．ＰＩの目的

　　市民会議発足後、広報やフォーラムなどで自治基本条例策定への市民の関心を高める努力を行なってきたが、策定作業第１期のまとめ（自治基本条例の必要性と重要性）を材料としてＰＩ活動の本格的なスタートを切る。最も重要な課題は、今後策定作業の進捗とともにどれだけ多くの市民意見を策定作業の中味へ取り込めるかである。

２．期間（別紙「今後の活動計画」参照）
　　１次ＰＩ　平成１９年４月～７月　条例の必要性を中心に

　　２次ＰＩ　平成１９年８月～１０月　課題内容を中心に

　　３次ＰＩ　平成１９年１１月～平成２０年３月　条例素案を中心に

　　１次～３次の通算で、市民の１％である１，７００人を通過目標人数とする。

３．対象並びに手段

　　（イ）自治会町内会（１８１団体）などの地域団体

　　（ロ）商工会、ＮＰＯ、ＰＴＡ、学校関係などの各種団体

　　（ハ）フォーラム　策定２期のまとめが出る１０月頃と、策定３期の条文素案ができあがる頃の２回

　　（ニ）アンケート調査　結果をどう扱うかによって、実施時期と対象を決める。具体的にＰＩ活動に

出かけられなかった層、例えば若い世代や子育て中のお母さんなど。時期は策定作業第２期の前期と後期を想定。

　　（ホ）その他（街頭活動など）

４．組織

　　市民会議全員参加を前提としてＰＩ部会を発足。推進委員会の会長はＰＩ部会長（仮称）を兼務する。

　　（イ）推進委員会

○仕事内容　

①　実行チームのマニュアル作り

（別紙２「実行段階」（１）（２）（３）に沿って、策定部会、広報グループ他にも協力依頼する）

②　３項（対象並びに手段）の（イ）（ロ）に関わる折衝、日程の確定、実行チームのスケジュール調整など

③　対話の記録とまとめ及び策定作業へのフィードバック

④　フォーラムの立案・実施及び策定作業へのフィードバック

⑤　アンケート調査の企画・集計・分析及び策定作業へのフィードバック

6 ＰＩ活動の報告　全体会及び市民への広報

○編成

ＰＩ部会全体に関わる事項を担当する委員と各実行チームの長の計７名程度で組織する。

ただし、ＰＩ活動の早期・円滑なスタートをめざして、正式な推進体制が整うまでのつなぎとして、運営委員会内で、暫定推進委員（3名程度）を選任し、暫定的な推進委員会を立ち上げる。

この暫定推進委員は、推進委員会の正式な発足に必要となる各種の準備作業（正式な推進委員の候補の選定を含む）を行う。

（ロ）実行チーム（表参照）

○仕事内容　

①　３項（対象並びに手段）の（イ）（ロ）の実施

②　実行チーム内でのオリエンテーション及びミーティング

· 編成

①　市民会議会員全員を市内行政ブロックを単位とした５チームと、ＮＰＯなどの横断的な団体を対象とした２チーム、合計７チームに編入する。

②　市民会議会員の活動可能な時間帯登録を実施する。

③　各チームは実際のＰＩ活動にさいしては、会員の活動可能な時間帯などを考慮して、その都度３名以上のグループを編成して対処していく。

④　チーム長・連絡担当者などを置く。
実行チーム

	地区
	会員数（１２７内市外３）
	自治会町内会数
	備考

	①鎌倉
	４５
	５８
	１．２８（自治会数÷会員数）

	②腰越
	１８
	２２
	１．２２（〃）

	③深沢
	２５
	３７
	１．４８（〃）

	④大船
	１７
	３２
	１．８８（〃）

	⑤玉縄
	１９
	３２
	１．６８（〃）


	
	会員数
	対象団体数
	対象団体名
	備考

	⑥各種団体担当
	
	
	
	

	⑦学校関係担当
	
	
	
	


○　活動の詳細はＰＩ部会・推進委員会にて検討する。

以上
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